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令和４年度「生徒・保護者意識調査アンケート」集計結果  

専修学校クラーク高等学院天王寺校 

 

１ はじめに 

  学校自己評価を行う上で、生徒や保護者を対象とする評価を通じて、学校運営や教育

内容等に対して生徒・保護者がどのような意見や要望を持っているかを把握し、今後の

取組や自己評価に活用することが重要である。 

  このため、本校では、在籍する全生徒及び保護者を対象に、本校の教育に対する満足

度を調査するための「意識調査アンケート」を Web アンケートツール「Forms」により

実施している。 

  なお、アンケートの実施に当たっては、匿名性の担保に配慮する観点から無記名方式

としている。 

 

２ 調査及び集計結果 

  生徒及び保護者に対し、以下の(1)～(15)の項目について、【１：とても満足している 

２：やや満足している ３：あまり満足していない ４：全く満足していない】の四者

択一方式で満足度調査を実施した。 

 

令和４年度「生徒・保護者意識調査アンケート」集計結果 

分野 項目 生徒 保護者 

学
校
運
営 

(1)学力とペースに合った学習体制  74%  77％ 

(2)進路指導・進路学習の充実  73％  66％ 

(3)学校行事・イベントの充実  73%  71％ 

教
育
内
容 

(4)キャリア学習・探究学習の充実  66%  68% 

(5)多くの資格を取得することが可能  69％  70％ 

(6)専門性を身につけることができる  76％  71％ 

生
徒
支
援 

(7)友人や仲間との関わりがある  77%  72％ 

(8)学校や先生からのサポート体制がある  77%  77% 

(9)先生に安心して相談ができる  75％  81％ 
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３ 考察 

 (1) 生徒意識調査アンケート 

・コロナ禍ではあったが、工夫しながら学校行事を実施できたことにより、満足度が向上

した。 

・コース教育 2 年目であり、それぞれのコースにおいて深い学びができており、満足度の

向上が見られた。 

・上記に伴い、資格取得数も増加し満足度も向上しているが、より上位資格取得を目標に

取り組んでいく。 

 

 (2) 保護者意識調査アンケート 

・文化祭など学校行事において生徒の様子を直接見て頂く機会を設けることができたこと

により、満足度の向上が見られた。 

・生活面やメンタル面のサポートについては、満足度の向上が見られ、担任の丁寧な連携

の成果と思われる。しかし、進路指導面において、方向性がなかなか定まらない生徒も

おり、保護者とのより密な連携が必要である。また、学校での指導内容が正確に保護者

に伝わり切っていないことも考えられ、保護者会の回数や時期についても検討していく。 

 


